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明電グループの夏期消費電力削減計画について 
日本国内全拠点で節電対策を実施 

 

 

株式会社明電舎（取締役社長 稲村純三）は、電力不足を背景とする政府からの節電要請を受け、当

社グループ全体で消費電力の削減に取り組みます。省エネ・省資源を旨とした事業活動は社会インフラ

に携わる企業の責務であるとの自覚のもと、当社グループでは本年７月から９月の間、政府の要請値を

上回る「使用最大電力値の２０％削減」を目標として下記の諸対策に取り組みます。また、これらの対

策は東京電力と東北電力の管内に留まらず、日本国内の当社グループ全拠点で実施します。 

 

【夏期消費電力削減計画の内容】 

 

１．勤務シフトの変更などにより電力使用のピークを分散させます。 

・ 平日休業を業務グループ単位で交替実施する“輪番休日”の実施（沼津事業所） 

・ 休日(土曜日、日曜日)就業の実施による平日休業の設定（自動車業界関連部門） 

・ 始業・終業の時刻を繰上げる当社独自の“サマータイム”の導入 

・ 夏期電力対策期間外の休日を夏期に振替えることによる夏季休日の延長 

 

 ２．電気機器の使用抑制などにより電力使用を削減します。 

・ 空調の設定温度28℃の厳守、照明の間引き、昼間消灯励行などによるさらなる節電の実施 

・ 生産拠点の自家発電設備の稼動率向上（太田事業所） 

・ 蓄電池設備の有効運用による夜間電力の活用（沼津事業所） 

・ 例年実施しているクールビズの期間の拡大 

例 年：6月1日から9月30日まで 

本年度：5月16日から10月30日まで 

 

当社グループは、上記の対策により災害からの復旧・復興で需要が増大している各種電気機器の生産

力を極力維持した事業活動を行うことで、「電力不足への対応」と「安定した製品・サービスの供給」の

両面で、電機メーカーとしての責任を果たしてまいります。 

 

 

■本資料に関するお問い合せ先 

株式会社 明 電 舎 

 広報・ＩＲ部 広報室  電話:０３－６４２０－８１００ 

 

以 上 


